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(57)【要約】
【課題】動きの激しい被写体であっても、主要被写体と
して容易に指定することができる撮像装置、表示方法お
よびプログラムを提供する。
【解決手段】被写体像の画像データを生成する撮像素子
２０３と、撮像素子２０３が生成した画像データに対応
する画像を表示する表示部２１１と、画像内から撮影パ
ラメータの設定する際の基準となる主要被写体候補を含
む領域を切り出してトリミング画像を生成するトリミン
グ部２１４ｃと、トリミング部２１４ｃが生成したトリ
ミング画像を、表示部２１１が表示する画像上における
所定の位置に重畳して選択可能に表示部２１１に表示さ
せる表示制御部２１４ｇと、を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像の画像データを生成する撮像部と、
　前記撮像部が生成した前記画像データに対応する画像を表示する表示部と、
　前記画像内から撮影パラメータを設定する際の基準となる主要被写体候補を含む領域を
切り出してトリミング画像を生成するトリミング部と、
　前記トリミング部が生成した前記トリミング画像を、前記表示部が表示する前記画像上
の所定の位置に重畳して選択可能に表示させる表示制御部と、
　前記表示部が表示する選択可能な前記トリミング画像を指定する指示信号の入力を受け
付ける入力部と、
　を備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記画像に含まれる被写体の顔を検出する顔検出部をさらに備え、
　前記トリミング部は、前記顔検出部が検出した顔を含む領域を切り出してトリミング画
像を生成することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記表示制御部は、前記顔検出部が複数の顔を検出している場合、前記表示部に対し、
前記トリミング部が生成した前記トリミング画像を規定数だけ表示させることを特徴とす
る請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記表示制御部は、前記トリミング部が前記トリミング画像を複数生成している場合、
前記表示部に対し、前記画像の中心部に位置する被写体の前記トリミング画像を他の被写
体のトリミング画像より優先して表示させることを特徴とする請求項２または３に記載の
撮像装置。
【請求項５】
　前記表示制御部は、前記表示部に対し、前記顔検出部が前記画像内において検出した顔
の高さに対応する位置に前記トリミング画像を表示させることを特徴とする請求項２～４
のいずれか一つに記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記表示制御部は、前記表示部に対し、前記トリミング画像を表示画面上の右領域に表
示させることを特徴とする請求項２～５のいずれか一つに記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記表示制御部は、前記顔検出部が前記トリミング画像に対応する顔を検出することが
できなくなった場合、該トリミング画像に対応する被写体が消失したことを示す警告を前
記表示部に表示させることを特徴とする請求項２～６のいずれか一つに記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記表示部の表示画面上に設けられ、外部からの物体のタッチを検出し、検出したタッ
チ位置に応じた位置信号を出力するタッチパネルと、
　前記タッチパネルから入力される前記位置信号に対応する前記トリミング画像に写る被
写体を主要被写体として設定する主要被写体設定部と、
　前記主要被写体設定部が設定した前記主要被写体を基準として前記撮影パラメータを設
定し、当該撮像装置の撮影を制御する撮影制御部と、
　をさらに備え、
　前記入力部は、前記タッチパネルであることを特徴とする請求項２～７のいずれか一つ
に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記撮影パラメータの変更を指示する操作指示信号の入力を受け付ける操作部と、
　前記操作部が入力を受け付けた前記操作指示信号に応じて、前記主要被写体の前記撮影
パラメータを変更するパラメータ変更部と、
　をさらに備えたことを特徴とする請求項８に記載の撮像装置。
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【請求項１０】
　被写体像を結像する光学系を収容するレンズ部をさらに備え、
　前記操作部は、前記レンズ部に設けられていることを特徴とする請求項９に記載の撮像
装置。
【請求項１１】
　前記撮影パラメータは、前記トリミング画像に対応する前記被写体のピント状態、露出
状態および表示倍率の少なくともいずれか一つ以上であることを特徴とする請求項１～１
０のいずれか一つに記載の撮像装置。
【請求項１２】
　被写体像の画像データを生成する撮像部と、前記撮像部が生成した前記画像データに対
応する画像を表示する表示部とを備えた撮像装置が実行する表示方法であって、
　前記画像内から撮影パラメータを設定する際の基準となる主要被写体候補を含む領域を
切り出してトリミング画像を生成するトリミングステップと、
　前記トリミングステップで生成した前記トリミング画像を、前記表示部が表示する前記
画像上の所定の位置に重畳して選択可能に表示させる表示制御ステップと、
　前記表示部が表示する選択可能な前記トリミング画像を指定する指示信号の入力を受け
付ける入力ステップと、
　を含むことを特徴とする表示方法。
【請求項１３】
　被写体像の画像データを生成する撮像部と、前記撮像部が生成した前記画像データに対
応する画像を表示する表示部とを備えた撮像装置に実行させるプログラムであって、
　前記画像内から撮影パラメータを設定する際の基準となる主要被写体候補を含む領域を
切り出してトリミング画像を生成するトリミングステップと、
　前記トリミングステップで生成した前記トリミング画像を、前記表示部が表示する前記
画像上の所定の位置に重畳して選択可能に表示させる表示制御ステップと、
　前記表示部が表示する選択可能な前記トリミング画像を指定する指示信号の入力を受け
付ける入力ステップと、
　を実行させることを特徴とするプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被写体を撮像して光電変換を行うことによって電子的な画像データを生成す
る撮像装置、撮像装置が行う表示方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラ等の撮像装置において、表示モニタが表示する画像を見ながら、
表示モニタに重畳されたタッチパネルを介して撮影者が所望する被写体を主要被写体とし
て指定することができる技術が知られている（特許文献１参照）。この技術では、撮影者
がタッチパネルで所望する主要被写体を指定し、この指定された主要被写体に対してピン
トや露出等の撮影パラメータを自動的に調整することによって主要被写体を重視した撮影
を行うことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１３６５６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来技術では、スポーツシーン等の被写体の動きが激しい場合
や、被写体の大きさが小さい場合、または被写体が互いに重なりあう場合、撮影の構図を
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決めながら、表示モニタが表示する画像内で所望の被写体をタッチして主要被写体に指定
することが難しかった。このため、動きの激しい被写体であっても、主要被写体として容
易に指定することができる技術が望まれていた。
【０００５】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、敏速で指定が困難な被写体であっても
、撮影者が撮影の姿勢を構えた状態で主要被写体として容易に指定することができる撮像
装置、表示方法およびプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる撮像装置は、被写体像
の画像データを生成する撮像部と、前記撮像部が生成した前記画像データに対応する画像
を表示する表示部と、前記画像内から撮影パラメータを設定する際の基準となる主要被写
体候補を含む領域を切り出してトリミング画像を生成するトリミング部と、前記トリミン
グ部が生成した前記トリミング画像を、前記表示部が表示する前記画像上の所定の位置に
重畳して選択可能に表示させる表示制御部と、前記表示部が表示する選択可能な前記トリ
ミング画像を指定する指示信号の入力を受け付ける入力部と、を備えたことを特徴とする
。
【０００７】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記画像に含まれる被写体の顔
を検出する顔検出部をさらに備え、前記トリミング部は、前記顔検出部が検出した顔を含
む領域を切り出してトリミング画像を生成することを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記表示制御部は、前記顔検出
部が複数の顔を検出している場合、前記表示部に対し、前記トリミング部が生成した前記
トリミング画像を規定数だけ表示させることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記表示制御部は、前記トリミ
ング部が前記トリミング画像を複数生成している場合、前記表示部に対し、前記画像の中
心部に位置する被写体の前記トリミング画像を他の被写体のトリミング画像より優先して
表示させることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記表示制御部は、前記表示部
に対し、前記顔検出部が前記画像内において検出した顔の高さに対応する位置に前記トリ
ミング画像を表示させることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記表示制御部は、前記表示部
に対し、前記トリミング画像を表示画面上の右領域に表示させることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記表示制御部は、前記顔検出
部が前記トリミング画像に対応する顔を検出することができなくなった場合、該トリミン
グ画像に対応する被写体が消失したことを示す警告を前記表示部に表示させることを特徴
とする。
【００１３】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記表示部の表示画面上に設け
られ、外部からの物体のタッチを検出し、検出したタッチ位置に応じた位置信号を出力す
るタッチパネルと、前記タッチパネルから入力される前記位置信号に対応する前記トリミ
ング画像に写る被写体を主要被写体として設定する主要被写体設定部と、前記主要被写体
設定部が設定した前記主要被写体を基準として前記撮影パラメータを設定し、当該撮像装
置の撮影を制御する撮影制御部と、をさらに備え、前記入力部は、前記タッチパネルであ
ることを特徴とする。
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【００１４】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記撮影パラメータの変更を指
示する操作指示信号の入力を受け付ける操作部と、前記操作部が入力を受け付けた前記操
作指示信号に応じて、前記主要被写体の前記撮影パラメータを変更するパラメータ変更部
と、をさらに備えたことを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、被写体像を結像する光学系を収
容するレンズ部をさらに備え、前記操作部は、前記レンズ部に設けられていることを特徴
とする。
【００１６】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記撮影パラメータは、前記ト
リミング画像に対応する前記被写体のピント状態、露出状態および表示倍率の少なくとも
いずれか一つ以上であることを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明にかかる表示方法は、被写体像の画像データを生成する撮像部と、前記撮
像部が生成した前記画像データに対応する画像を表示する表示部とを備えた撮像装置が実
行する表示方法であって、前記画像内から撮影パラメータを設定する際の基準となる主要
被写体候補を含む領域を切り出してトリミング画像を生成するトリミングステップと、前
記トリミングステップで生成した前記トリミング画像を、前記表示部が表示する前記画像
上の所定の位置に重畳して選択可能に表示させる表示制御ステップと、前記表示部が表示
する選択可能な前記トリミング画像を指定する指示信号の入力を受け付ける入力ステップ
と、を含むことを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明にかかるプログラムは、被写体像の画像データを生成する撮像部と、前記
撮像部が生成した前記画像データに対応する画像を表示する表示部とを備えた撮像装置に
実行させるプログラムであって、前記画像内から撮影パラメータを設定する際の基準とな
る主要被写体候補を含む領域を切り出してトリミング画像を生成するトリミングステップ
と、前記トリミングステップで生成した前記トリミング画像を、前記表示部が表示する前
記画像上の所定の位置に重畳して選択可能に表示させる表示制御ステップと、前記表示部
が表示する選択可能な前記トリミング画像を指定する指示信号の入力を受け付ける入力ス
テップと、を実行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、表示制御部がトリミング部によって生成された撮影パラメータの設定
する際の基準となる主要被写体候補に対応するトリミング画像を、ライブビュー画像上の
所定位置に重畳して選択可能に表示部に表示させる。この結果、敏速で指定が困難な被写
体であっても、撮影者が撮影の姿勢を構えた状態で主要被写体として容易に指定すること
ができる効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の被写体に面する側の構成を示
す図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の撮影者に面する側の構成を示
す図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の構成を示すブロック図である
。
【図４】図４は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置が実行する処理の概要を示すフ
ローチャートである。
【図５】図５は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置を用いて撮影する際の状況を示
す図である。
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【図６】図６は、図４の候補検出表示処理の概要を示すフローチャートである。
【図７】図７は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の表示部が表示する画像の一例
を示す図である。
【図８】図８は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の表示部が表示する画像の別の
一例を示す図である。
【図９】図９は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の表示部が表示する画像の別の
一例を示す図である。
【図１０】図１０は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の表示部が表示する画像の
別の一例を示す図である。
【図１１】図１１は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の表示部が表示する画像の
別の一例を示す図である。
【図１２】図１２は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の表示部が表示する画像の
別の一例を示す図である。
【図１３】図１３は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の表示部が表示する画像の
別の一例を示す図である。
【図１４】図１４は、従来の撮像装置が表示する画像に対して撮影者が主要被写体を指定
する画像の一例を示す図である。
【図１５】図１５は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の表示部が表示する画像の
別の一例を示す図である。
【図１６】図１６は、本発明の実施の形態２にかかる撮像装置が実行する処理の概要を示
すフローチャートである。
【図１７】図１７は、本発明の実施の形態２にかかる撮像装置の表示部が表示する画像の
別の一例を示す図である。
【図１８】図１８は、本発明の実施の形態２にかかる撮像装置の表示部が表示する画像の
別の一例を示す図である。
【図１９】図１９は、本発明の実施の形態３にかかる撮像装置が実行する処理の概要を示
すフローチャートである。
【図２０】図２０は、撮影者がタッチする際の状況を模式的に示す図である。
【図２１】図２１は、本発明の実施の形態３にかかる撮像装置の表示部が表示する画像の
一例を示す図である。
【図２２】図２２は、撮影者が選択領域をリセットする際の状況を示す図である。
【図２３】図２３は、本発明の実施の形態３にかかる撮像装置の表示部が表示する画像の
別の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下に、図面を参照して、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」という
）について説明する。なお、この実施の形態によって本発明が限定されるものではない。
また、図面の記載において、同一の部分には同一の符号を付して説明する。
【００２２】
　図１は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の被写体に面する側（前面側）の構成
を示す図である。図２は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の撮影者に面する側（
背面側）の構成を示す図である。図３は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の構成
を示すブロック図である。
【００２３】
　図１～図３に示すように、撮像装置１は、本体部２と、本体部２に着脱自在なレンズ部
３と、本体部２に着脱自在な接眼部（電子ビューファインダ）４と、を備える。
【００２４】
　本体部２は、シャッタ２０１と、シャッタ駆動部２０２と、撮像素子２０３と、撮像素
子駆動部２０４と、信号処理部２０５と、発光部２０６と、加速度検出部２０７と、本体
通信部２０８と、アクセサリ通信部２０９と、操作入力部２１０と、表示部２１１と、タ
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ッチパネル２１２と、記録部２１３と、制御部２１４と、を備える。
【００２５】
　シャッタ２０１は、開閉動作を行うことにより、撮像素子２０３の状態を露光状態また
は遮光状態に設定する露光動作を行う。シャッタ２０１は、フォーカルプレンシャッタ等
のメカニカルシャッタを用いて構成される。シャッタ駆動部２０２は、ステッピングモー
タ等を用いて構成され、制御部２１４から入力される指示信号に応じてシャッタ２０１を
駆動する。
【００２６】
　撮像素子２０３は、ＣＣＤ（Charge　Coupled　Device）またはＣＭＯＳ（Complementa
ry　Metal　Oxide　Semiconductor）等を用いて構成され、レンズ部３が集光した光を受
光して光電変換を行うことによって画像データを連続的に生成する。撮像素子駆動部２０
４は、所定のタイミングで撮像素子２０３から画像データ（アナログ信号）を信号処理部
２０５に出力させる。この意味で、撮像素子駆動部２０４は、電子シャッタとして機能す
る。
【００２７】
　信号処理部２０５は、撮像素子２０３から入力される画像データに増幅等の信号処理を
施した後、Ａ／Ｄ変換を行うことによってデジタルの画像データを生成して制御部２１４
に出力する。
【００２８】
　発光部２０６は、キセノンランプまたはＬＥＤ（Light　Emitting　Diode）等を用いて
構成される。発光部２０６は、撮像装置１が撮像する視野領域へ向けて補助光であるスト
ロボ光を照射する。
【００２９】
　加速度検出部２０７は、加速度センサおよびジャイロセンサ等を用いて構成され、撮像
装置１に生じる加速度を検出して制御部２１４に出力する。
【００３０】
　本体通信部２０８は、本体部２に装着されたレンズ部３との通信を行うための通信イン
ターフェースである。アクセサリ通信部２０９は、本体部２に装着される接眼部４との通
信を行うための通信インターフェースである。なお、アクセサリ通信部２０９は、接眼部
４と異なるアクセサリ、たとえばエレクトロニックフラッシュ、ＧＰＳ受信装置、外部の
処理装置と双方向に通信可能な通信装置およびマイク等と通信を行うこともできる。
【００３１】
　操作入力部２１０は、図１および図２に示すように、撮像装置１の電源状態をオン状態
またはオフ状態に切り換える電源スイッチ２１０ａと、静止画撮影または動画撮影の指示
を与えるレリーズ信号を入力するレリーズスイッチ２１０ｂと、撮像装置１に設定された
各種撮影モード切換の指示を与える切換信号を入力する撮影モード切換スイッチ２１０ｃ
と、を有する。レリーズスイッチ２１０ｂは、外部からの押圧により進退可能である。レ
リーズスイッチ２１０ｂが半押しされた場合、撮影準備動作を指示する１ｓｔレリーズ信
号が入力される。これに対し、レリーズスイッチ２１０ｂが全押しされた場合、静止画撮
影を指示する２ｎｄレリーズ信号が入力される。なお、操作入力部２１０は、撮像装置１
の各種設定パラメータを設定するダイヤル式の設定スイッチ（図示せず）を有する。
【００３２】
　表示部２１１は、液晶または有機ＥＬ（Electro　Luminescence）等からなる表示パネ
ルを用いて実現される。表示部２１１は、画像データに対応する画像を表示する。表示部
２１１は、撮像装置１の操作に関する操作情報や撮影に関する撮影情報を表示する。
【００３３】
　タッチパネル２１２は、表示部２１１の表示画面上に設けられる。タッチパネル２１２
は、外部からの物体のタッチを検出し、検出したタッチ位置に応じた位置信号を出力する
。また、タッチパネル２１２は、ユーザが表示部２１１で表示される情報に基づいて接触
した位置を検出し、この検出した接触位置に応じて撮像装置１が行う動作を指示する指示
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信号の入力を受け付けてもよい。一般に、タッチパネル２１２としては、抵抗膜方式、静
電容量方式、光学方式等がある。本実施の形態１では、いずれの方式のタッチパネルであ
っても適用可能である。なお、本実施の形態１では、タッチパネル２１２が入力部として
機能する。
【００３４】
　記録部２１３は、撮像装置１の内部に固定的に設けられるフラッシュメモリやＤＲＡＭ
（Dynamic　Random　Access　Memory）等の半導体メモリを用いて実現される。記録部２
１３は、撮像装置１を動作させるための各種プログラム、本実施の形態１にかかるプログ
ラムおよびプログラムの実行中に使用される各種データやパラメータ等を記録する。記録
部２１３は、画像データを記録するとともに、本体部２に装着可能なレンズ部３の情報や
レンズ部３の種類に応じた画像データの補正情報等の情報を記録する。なお、記録部２１
３は、外部から装着されるメモリカード等のコンピュータで読取可能な記憶媒体を含むも
のであってもよい。
【００３５】
　制御部２１４は、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）等を用いて構成される。制御
部２１４は、操作入力部２１０やタッチパネル２１２からの指示信号や切換信号等に応じ
て撮像装置１を構成する各部に対応する指示やデータの転送等を行って撮像装置１の動作
を統括的に制御する。
【００３６】
　制御部２１４の詳細な構成について説明する。制御部２１４は、画像処理部２１４ａと
、顔検出部２１４ｂと、トリミング部２１４ｃと、主要被写体設定部２１４ｄと、パラメ
ータ変更部２１４ｅと、撮影制御部２１４ｆと、表示制御部２１４ｇと、を有する。
【００３７】
　画像処理部２１４ａは、画像エンジン（画像コントローラ）を用いて構成され、信号処
理部２０５から入力される画像データ（ＲＡＷデータ）に対して各種の画像処理を行って
処理画像データを生成して記録部２１３に出力する。具体的には、画像処理部２１４ａは
、画像データに対して、少なくとも、オプティカルブラック減算処理、ホワイトバランス
（ＷＢ）調整処理、撮像素子２０３がベイヤー配列の場合には画像データの同時化処理、
カラーマトリクス演算処理、ガンマ補正処理、色再現処理およびエッジ強調処理等を含む
画像処理を行う。また、画像処理部２１４ａは、ＪＰＥＧ（Joint　Photographic　Exper
ts　Group）方式に従って画像データを圧縮し、圧縮した画像データを記録部２１３に記
録させてもよい。
【００３８】
　顔検出部２１４ｂは、画像データに対応する画像に含まれる人物の顔をパターンマッチ
ングによって検出する。具体的には、顔検出部２１４ｂは、パターンマッチングにより画
像中の顔の位置を検出後、目や鼻、口等の顔の特徴点の位置を検出することによって、顔
の位置、顔の大きさ（サイズ）、顔の向き、顔の角度（傾き）等を検出する。なお、顔検
出部２１４ｂは、人物の顔だけでなく、犬や猫等の顔を検出してもよい。さらに、顔検出
部２１４ｂは、パターンマッチング以外の周知技術を用いて人物の顔を検出してもよい。
【００３９】
　トリミング部２１４ｃは、撮像素子２０３が生成した画像データに対応する撮影パラメ
ータを設定する際の基準となる主要被写体候補を含む領域を切り出してトリミング画像を
生成する。具体的には、トリミング部２１４ｃは、顔検出部２１４ｂが検出した顔を含む
領域を画像内から切り出してトリミング画像を生成する。また、トリミング部２１４ｃは
、顔検出部２１４ｂが複数の顔を検出した場合、各顔を含む領域を画像内から切り出して
複数のトリミング画像を生成する。
【００４０】
　主要被写体設定部２１４ｄは、タッチパネル２１２から入力される位置信号に応じて、
撮影パラメータを設定する際の基準とする主要被写体を複数の主要被写体候補の中から設
定する。
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【００４１】
　パラメータ変更部２１４ｅは、操作入力部２１０、タッチパネル２１２または後述する
レンズ部３のレンズ操作部３０９から入力される指示信号や操作信号に基づいて、主要被
写体の表示態様の撮影パラメータを変更する。ここで、撮影パラメータとは、主要被写体
のピント状態、露出状態およびトリミング画像の表示倍率の少なくともいずれか一つ以上
である。なお、レンズ部３のズーム倍率、絞り、ピント位置、または撮像装置１の露出時
間、シャッタ速度およびＩＳＯ感度、表示部２１１が表示する画像の明るさや画像サイズ
等の撮影パラメータを想定しており、および、条件に応じては、表示時の視認性向上など
表示パラメータを変更するようにしてもよい。
【００４２】
　撮影制御部２１４ｆは、レリーズスイッチ２１０ｂを介してレリーズ信号が入力された
場合、撮像装置１における撮影動作を開始する制御を行う。ここで、撮像装置１における
撮影動作とは、シャッタ駆動部２０２および撮像素子駆動部２０４の駆動によって撮像素
子２０３が出力した画像データに対し、信号処理部２０５および画像処理部２１４ａが所
定の処理を施す動作をいう。このように処理が施された画像データは、撮影制御部２１４
ｆによって記録部２１３に記録される。また、撮影制御部２１４ｆは、主要被写体設定部
２１４ｄが設定した主要被写体に対して、撮影パラメータが適切になるように撮像装置１
の撮影を制御する。
【００４３】
　表示制御部２１４ｇは、画像データに対応する画像を表示部２１１および／または接眼
表示部４２に表示させる。具体的には、表示制御部２１４ｇは、接眼表示部４２が表示可
能な状態、たとえば電源がオン状態に設定された場合、画像データに対応するライブビュ
ー画像を接眼表示部４２に表示させる一方、接眼表示部４２がオフ状態に設定された場合
、画像データに対応するライブビュー画像を表示部２１１に表示させる。また、表示制御
部２１４ｇは、顔検出部２１４ｂが検出した顔を含む領域に対して矩形状のフレームをラ
イブビュー画像上に重畳して表示させる。さらにまた、表示制御部２１４ｇは、トリミン
グ部２１４ｃが生成したトリミング画像をアイコン画像として接眼表示部４２または表示
部２１１に表示させる。また、表示制御部２１４ｇは、トリミング部２１４ｃが生成した
複数のトリミング画像を、ライブビュー画像上における所定の位置に重畳して選択可能に
表示部２１１または接眼表示部４２に表示させる。具体的には、表示制御部２１４ｇは、
撮像装置１を背面側（図２を参照）から見た場合において、トリミング画像をアイコン画
像として撮影者の右手で操作可能な表示部２１１の右領域（レリーズスイッチ２１０ｂ側
）に縦に並べて表示させる。さらに、表示制御部２１４ｇは、顔検出部２１４ｂが複数の
顔を検出している場合、トリミング部２１４ｃが生成したトリミング画像を規定数だけラ
イブビュー画像に重畳して表示部２１１に表示させる。さらに、表示制御部２１４ｇは、
トリミング画像をアイコン画像として表示部２１１の表示画面上における所定の領域に縦
に並べて表示させる。なお、表示制御部２１４ｇは、撮像装置１を背面側（図２を参照）
から見た場合において、トリミング画像をアイコン画像として撮影者の右手で操作可能な
表示部２１１の下領域に対して横に並べて表示させてもよい。
【００４４】
　以上の構成を有する本体部２に対して、インターネットを介してパーソナルコンピュー
タ（図示せず）と双方向に通信可能な通信機能を具備させてもよい。
【００４５】
　レンズ部３は、光学系３０１と、ズームレンズ駆動部３０２と、ズームレンズ位置検出
部３０３と、フォーカスレンズ駆動部３０４と、フォーカスレンズ位置検出部３０５と、
絞り３０６と、絞り駆動部３０７と、絞り値検出部３０８と、レンズ操作部３０９と、レ
ンズ記録部３１０と、レンズ通信部３１１と、レンズ制御部３１２と、を備える。
【００４６】
　光学系３０１は、所定の視野領域から光を集光し、この集光した光を撮像素子２０３の
撮像面に結像する。光学系３０１は、ズームレンズ３０１ａと、フォーカスレンズ３０１



(10) JP 2013-150265 A 2013.8.1

10

20

30

40

50

ｂを有する。ズームレンズ３０１ａは、一または複数のレンズを用いて構成され、光軸Ｌ
上に沿って移動することにより、光学系３０１のズーム倍率を変更する。フォーカスレン
ズ３０１ｂは、一または複数のレンズを用いて構成され、光軸Ｌ上に沿って移動すること
により、光学系３０１のピント位置および焦点距離を変更する。
【００４７】
　ズームレンズ駆動部３０２は、ステッピングモータやＤＣモータ等を用いて構成される
。ズームレンズ駆動部３０２は、レンズ制御部３１２の制御のもと、ズームレンズ３０１
ａを光軸Ｌ上に沿って移動させる。
【００４８】
　ズームレンズ位置検出部３０３は、フォトインタラプタ等を用いて構成され、ズームレ
ンズ駆動部３０２によって駆動されたズームレンズの位置を検出する。具体的には、ズー
ムレンズ位置検出部３０３は、ズームレンズ駆動部３０２に含まれる駆動用モータの回転
量をパルス数に変換し、変換したパルス数に基づいて、無限遠を基準とする基準位置から
のズームレンズ３０１ａの光軸Ｌ上における位置を検出する。
【００４９】
　フォーカスレンズ駆動部３０４は、ステッピングモータやＤＣモータ等を用いて構成さ
れる。フォーカスレンズ駆動部３０４は、レンズ制御部３１２の制御のもと、フォーカス
レンズ３０１ｂを光軸Ｌ上に沿って移動させる。
【００５０】
　フォーカスレンズ位置検出部３０５は、フォトインタラプタ等を用いて構成され、フォ
ーカスレンズ駆動部３０４によって駆動されたフォーカスレンズの位置を検出する。フォ
ーカスレンズ位置検出部３０５は、ズームレンズ位置検出部３０３と同様の方法により、
フォーカスレンズ３０１ｂの光軸Ｌ上における位置を検出する。
【００５１】
　絞り３０６は、光学系３０１が集光した光の入射量を制限することにより露出の調整を
行う。絞り駆動部３０７は、ステッピングモータ等を用いて構成され、レンズ制御部３１
２の制御のもと、絞り３０６を駆動することにより、撮像素子２０３に入射する光の光量
を調整する。
【００５２】
　絞り値検出部３０８は、絞り駆動部３０７によって駆動された絞り３０６の状態を検出
することにより、絞り３０６の絞り値を検出する。絞り値検出部３０８は、リニアエンコ
ーダや可変抵抗素子等のポテンションメータおよびＡ／Ｄ変換回路等を用いて構成される
。
【００５３】
　レンズ操作部３０９は、図１に示すように、レンズ部３のレンズ鏡筒の周囲に設けられ
る操作リング３０９ａ等であり、光学系３０１内のズームレンズ３０１ａやフォーカスレ
ンズ３０１ｂの動作または撮像装置１の動作を指示する指示信号が入力される。なお、レ
ンズ操作部３０９は、プッシュ式のスイッチ等であってもよい。
【００５４】
　レンズ記録部３１０は、光学系３０１および絞り３０６の位置や動きを決定するための
制御用プログラムを記憶する。レンズ記録部３１０は、光学系３０１の倍率、焦点距離、
画角、収差およびＦ値（明るさ）等を記憶する。
【００５５】
　レンズ通信部３１１は、レンズ部３が本体部２に装着されたときに、本体部２の本体通
信部２０８と通信を行うための通信インターフェースである。
【００５６】
　レンズ制御部３１２は、ＣＰＵ等を用いて構成され、本体通信部２０８およびレンズ通
信部３１１を介して入力される制御部２１４からの指示信号や駆動信号に応じてレンズ部
３の動作を制御する。レンズ制御部３１２は、本体通信部２０８およびレンズ通信部３１
１を介して撮像素子２０３が画像データを生成するタイミングに同期してズームレンズ位
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置検出部３０３が検出したズームレンズ３０１ａの位置、フォーカスレンズ位置検出部３
０５が検出したフォーカスレンズ３０１ｂの位置および絞り値検出部３０８が検出した絞
り３０６の絞り値を制御部２１４に出力する。
【００５７】
　接眼部４は、ユーザが目を近接させることによって認識可能な表示画面を表示する。接
眼部４は、撮像素子２０３が生成した画像データに対応するライブビュー画像を表示する
。接眼部４は、接眼通信部４１と、接眼表示部４２と、を備える。
【００５８】
　接眼通信部４１は、接眼部４が本体部２に装着されたときに、本体部２のアクセサリ通
信部２０９と通信を行うためのインターフェースである。
【００５９】
　接眼表示部４２は、液晶または有機ＥＬ等からなる表示パネルを用いて実現される。接
眼表示部４２は、画像データに対応するライブビュー画像を表示する。接眼表示部４２は
、撮像装置１の操作情報または撮影状況に関する撮影情報をライブビュー画像に重畳して
表示する。接眼表示部４２は、ユーザが目を近接させることにより、ライブビュー画像が
確認される。
【００６０】
　以上の構成を有する撮像装置１が行う動作について説明する。図４は、撮像装置１が実
行する処理の概要を示すフローチャートである。
【００６１】
　図４において、まず、ユーザによって電源スイッチ２１０ａが操作されて、撮像装置１
の電源がオン状態になる（ステップＳ１０１：Ｙｅｓ）と、制御部２１４は、撮像装置１
が撮影モードであるか否かを判断する（ステップＳ１０２）。撮像装置１が撮影モードで
あると制御部２１４が判断した場合（ステップＳ１０２：Ｙｅｓ）、撮像装置１は、後述
するステップＳ１０３へ移行する。これに対して、撮像装置１が撮影モードでないと制御
部２１４が判断した場合（ステップＳ１０２：Ｎｏ）、撮像装置１は、後述するステップ
Ｓ１１５へ移行する。なお、撮像装置１の電源がオン状態でない場合（ステップＳ１０１
：Ｎｏ）、撮像装置１は、本処理を終了する。
【００６２】
　ステップＳ１０３において、表示制御部２１４ｇは、撮像装置１に設定されたモードに
応じて、撮像素子２０３が連続的に生成する画像データに対応するライブビュー画像を表
示部２１１または接眼表示部４２に順次表示させる。これにより、図５に示すように、撮
影者は、表示部２１１または接眼表示部４２が表示するライブビュー画像を見ながら撮影
の構図を選択しながら撮影を行うことができる。
【００６３】
　続いて、撮影制御部２１４ｆは、レンズ部３とレンズ通信を行う（ステップＳ１０４）
。具体的には、撮影制御部２１４ｆは、本体通信部２０８を介してレンズ部３からレンズ
データを取得する。ここで、レンズデータは、フォーカスレンズ３０１ｂ、ズームレンズ
３０１ｂおよび絞り３０６の動作パラメータと、光学データと、レンズ状態データとを含
む。動作パラメータは、フォーカスレンズ３０１ｂの最高動作速度情報等である。光学デ
ータは、分光透過率情報、歪補正情報および色収差情報等である。レンズ状態データは、
フォーカスレンズ３０１ｂおよびズームレンズ３０１ｂの光軸Ｌ上における位置情報およ
び絞り３０６の絞り値情報等である。
【００６４】
　その後、撮像装置１は、撮影パラメータを設定する際の基準となる主要被写体候補を検
出し、この検出した主要被写体候補をライブビュー画像上における所定の位置にアイコン
画像として選択可能に表示する候補検出表示処理を実行する（ステップＳ１０５）。
【００６５】
　図６は、候補検出表示処理の概要を示すフローチャートである。図６において、撮影制
御部２１４ｆは、顔検出部２１４ｂが画像データに対応する画像内で人物の顔を検出可能
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であるか否かを判断する（ステップＳ２０１）。顔検出部２１４ｂが画像データに対応す
る画像内で顔を検出可能であると撮影制御部２１４ｆが判断した場合（ステップＳ２０１
：Ｙｅｓ）、撮像装置１は、ステップＳ２０２へ移行する。これに対して、顔検出部２１
４ｂが画像データに対応する画像内で顔を検出可能でないと撮影制御部２１４ｆが判断し
た場合（ステップＳ２０１：Ｎｏ）、撮像装置１は、図４のメインルーチンへ戻る。
【００６６】
　続いて、撮影制御部２１４ｆは、顔検出部２１４ｂがライブビュー画像内から検出した
顔の数ｎｆ、各顔の位置Ｐｆ、各顔サイズＳｆを判定する（ステップＳ２０２）。
【００６７】
　その後、撮影制御部２１４ｆは、ライブビュー画像上における主要被写体候補の各アイ
コン画像における縦方向（短手方向）の長さＴｉを、ライブビュー画像上における縦方向
の長さＴｐに対して顔検出部２１４ｂがライブビュー画像内から検出した顔の数ｎｆで除
する（Ｔｉ＝Ｔｐ／ｎｆ）ことによって算出する（ステップＳ２０３）。なお、撮影制御
部２１４ｆは、顔検出部２１４ｂがライブビュー画像内から検出した顔のサイズＳｆを加
味して主要被写体候補のアイコン画像における縦方向の長さＴｉを算出してもよい。
【００６８】
　続いて、撮影制御部２１４ｆは、主要被写体候補の各アイコン画像における縦方向の長
さＴｉが予め設定されたライブビュー画像上に表示可能な数の主要被写体のアイコン画像
における縦方向の長さＴｔ以上であるか否かを判断する（ステップＳ２０４）。主要被写
体候補の各アイコン画像における縦方向の長さＴｉが予め設定されたライブビュー画像上
に表示可能な数の主要被写体候補のアイコン画像の縦方向の長さＴｔ以上であると撮影制
御部２１４ｆが判断した場合（ステップＳ２０４：Ｙｅｓ）、撮像装置１は、後述するス
テップＳ２０５へ移行する。これに対して、主要被写体候補の各アイコン画像における縦
方向の長さＴｉが予め設定されたライブビュー画像上に表示可能な数の主要被写体候補の
アイコン画像における縦方向の長さ未満であると撮影制御部２１４ｆが判断した場合（ス
テップＳ２０４：Ｎｏ）、撮像装置１は、後述するステップＳ２０７へ移行する。
【００６９】
　ステップＳ２０５において、トリミング部２１４ｃは、顔検出部２１４ｂが検出した顔
を含む領域をライブビュー画像から切り出してトリミング画像を生成し、この生成したト
リミング画像を主要被写体候補の各アイコン画像として縦方向の長さＴｉにリサイズ処理
を行って各顔のアイコン画像（アイコン化）を生成する。これにより、ライブビュー画像
内で被写体が小さく、撮影者がタッチして選択することが困難であっても、容易に選択す
ることができる。
【００７０】
　続いて、表示制御部２１４ｇは、顔検出部２１４ｂがライブビュー画像内から検出した
顔の位置に基づいて、トリミング部２１４ｃが生成したアイコン画像をライブビュー画像
上の右領域に並べて表示部２１１または接眼表示部４２に表示させる（ステップＳ２０６
）。具体的には、図７に示すように、表示制御部２１４ｇは、顔検出部２１４ｂがライブ
ビュー画像Ｗｎ（ｎ＝整数）内から検出した主要被写体候補の顔の数が３つの場合（顔フ
レームＫ１～Ｋ３）、トリミング部２１４ｃが生成したアイコン画像Ａ１～Ａ３をライブ
ビュー画像Ｗｎ上の右領域Ｒ１に並べて表示部２１１に表示させる。ここで、アイコン画
像Ａ１～Ａ３を右領域Ｒ１に表示する理由は、撮影者がレリーズスイッチ２１０ｂに人差
し指を置いた状態で、親指でアイコン画像を容易に選択することができるからである。こ
こで、右領域Ｒ１は、撮像装置１の背面側から見た場合において、表示部２１１の表示画
面上を長手方向に沿って略５分割したとき、レリーズスイッチ２１０ｂ近傍の領域である
。なお、右領域Ｒ１の長手方向の幅は、適宜設定することができる。その後、撮像装置１
は、図４のメインルーチンへ戻る。
【００７１】
　ステップＳ２０７において、撮影制御部２１４ｆは、ライブビュー画像内に表示された
主要被写体候補のアイコン画像を切り替える次候補スイッチが操作されたか否かを判断す
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る。具体的には、撮影制御部２１４ｆは、タッチパネル２１２から入力される位置信号に
基づいて、ライブビュー画像内に表示された次候補スイッチが操作されたか否かを判断す
る。次候補スイッチが操作されていない場合（ステップＳ２０７：Ｎｏ）、撮影制御部２
１４ｆは、顔検出部２１４ｂがライブビュー画像内から検出した主要被写体候補の顔を画
面中心から規定数だけ優先して選択する（ステップＳ２０８）。具体的には、図８に示す
ように、撮影制御部２１４ｆは、顔検出部２１４ｂがライブビュー画像Ｗｎ内から検出し
た主要被写体候補Ｐ１～Ｐ５が写る顔フレームＫ１～Ｋ５を表示部２１１の画面中心部か
ら優先して規定数（たとえば３）選択する。図８に示す場合におい、撮影制御部２１４ｆ
は、顔検出部２１４ｂがライブビュー画像Ｗｎ内から検出した顔フレームＫ１～Ｋ３に写
る主要被写体候補Ｐ１～Ｐ３を選択する。このとき、撮影制御部２１４ｆは、主要被写体
候補の顔の向き（たとえば正面に向いている顔）、顔のサイズ（たとえば画面内でサイズ
が大きい顔）、最至近に位置する顔（撮像装置１と被写体との距離が最も近い顔）、合焦
（たとえばピントが最もあっている顔）、静止状態（たとえば画面内で最も静止している
顔）および候補設定順（たとえば最新の候補された顔）の少なくともいずれか一つを用い
て、主要被写体候補を他の主要被写体候補より優先して選択してもよい。
【００７２】
　続いて、トリミング部２１４ｃは、撮影制御部２１４ｆが選択した主要被写体候補の各
顔を含む領域をライブビュー画像から切り出してトリミング画像を主要被写体候補のアイ
コン画像として生成する（ステップS２０９）。
【００７３】
　その後、表示制御部２１４ｇは、顔検出部２１４ｂがライブビュー画像内から検出した
顔の位置に基づいて、トリミング部２１４ｃが生成したアイコン画像をライブビュー画像
上の右領域に並べて表示部２１１または接眼表示部４２に表示させ（ステップＳ２１０）
、主要被写体候補のアイコン画像の切り替えを指示する次候補スイッチとして機能する次
候補アイコンをアイコン画像の下に配置して表示部２１１に表示させる（ステップＳ２１
１）。具体的には、図９に示すように、表示制御部２１４ｇは、トリミング部２１４ｃが
生成したアイコン画像Ａ１～Ａ３をライブビュー画像Ｗｎ上の右領域Ｒ１に並べて表示部
２１１に表示させるとともに、アイコン画像Ａ３の下に次候補アイコンＡ１０を配置して
表示部２１１に表示させる。なお、表示制御部２１４ｇは、接眼表示部４２にライブビュ
ー画像を表示させる場合、アイコン画像および次候補アイコンをライブビュー画像上に重
畳して表示させる。この場合、撮影制御部２１４ｆは、タッチパネル２１２から各アイコ
ン画像に対応する位置の位置信号を受信した場合、各アイコンに対応する制御を行っても
よい。これにより、消費電量を低減することができる。その後、撮像装置１は、図４のメ
インルーチンへ戻る。
【００７４】
　ステップＳ２０７において、次候補スイッチが操作された場合（ステップＳ２０７：Ｙ
ｅｓ）、撮影制御部２１４ｆは、顔検出部２１４ｂがライブビュー画像内から主要被写体
候補の顔を現在選択されている顔から規定数（たとえば３）だけ次の主要被写体候補の顔
に変更して選択する（ステップＳ２１２）。具体的には、図９に示すように、撮影制御部
２１４ｆは、主要被写体候補として顔Ｋ１～Ｋ３が選択されている場合、図１０に示すよ
うに、次の主要被写体候補として顔Ｋ４，顔Ｋ５および顔Ｋ１に変更して選択する。これ
により、表示制御部２１４ｇは、トリミング部２１４ｃが生成したアイコン画像Ａ１，ア
イコン画像Ａ４およびアイコン画像Ａ５をライブビュー画像Ｗｎ上の右領域Ｒ１に並べて
選択可能に表示させる。これにより、被写体の領域が小さい場合または被写体同士が互い
にかさっている場合であっても、撮影者がアイコン画像をタッチすることで、主要被写体
を選択することができる。ここで、アイコン画像の大きさ（表示領域）は、予め指の大き
さに合わせた形成される。この結果、撮影者が誤ってタッチすることがない。さらに、ラ
イブビュー画像Ｗｎ内で小さい被写体であっても、アイコン画像として大きく表示してい
るので、撮影者が間違いなく敏速に選択することができる。たとえば、撮影者が所望する
主要被写体の領域がライブビュー画像Ｗｎ内で小さく、タッチして選択することが困難な
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場合であっても、ライブビュー画像Ｗｎ内に写る被写体をアイコン画像として平等に表示
することができので、撮影者は、複数の主要被写体候補から容易かつ確実に所望の主要被
写体を選択することができる。その後、撮像装置１は、ステップＳ２０９へ移行する。
【００７５】
　図４に戻り、ステップ１０６以降の説明を続ける。ステップＳ１０６において、タッチ
パネル２１２を介してライブビュー画像上の主要被写体候補のアイコン画像がタッチされ
た場合（ステップＳ１０６：Ｙｅｓ）、主要被写体設定部２１４ｄは、タッチされたアイ
コン画像に対応する主要被写体候補を撮影パラメータの変更対象とする主要被写体として
設定する（ステップＳ１０７）。その後、撮影制御部２１４ｆは、主要被写体設定部２１
４ｄが設定した主要被写体に対して、撮影パラメータを変更する対象としてライブビュー
画像内における主要被写体の領域を選択する（ステップＳ１０８）。具体的には、撮影制
御部２１４ｆは、図１１に示すように、撮影者によってアイコン画像Ａ３が選択された場
合、撮影パラメータを変更する対象としてアイコン画像Ａ３に対応する主要被写体候補Ｋ
３を主要被写体として選択し、この主要被写体Ｋ３付近の画像を、撮影パラメータを変更
する対象の領域として選択する。この際、図１２に示すように、表示制御部２１４ｇは、
選択されたアイコン画像をライブビュー画像Ｗｎ上の左領域に拡大したアイコン画像Ａ１
２を表示させるとともに、次候補スイッチＡ１０以外のアイコン画像を非表示にしてもよ
い。これにより、撮影者は、選択した主要被写体を直感的に把握することができる。
【００７６】
　ステップＳ１０６において、タッチパネル２１２を介してライブビュー画像上の主要被
写体候補のアイコン画像がタッチされていない場合（ステップＳ１０６：Ｎｏ）、撮影制
御部２１４ｆは、パラメータを変更する対象としてライブビュー画像の画面中央の領域を
選択する（ステップＳ１０９）。その後、撮像装置１は、ステップＳ１１０へ移行する。
【００７７】
　続いて、操作リング３０９ａが操作された場合（ステップＳ１１０：Ｙｅｓ）、パラメ
ータ変更部２１４ｅは、操作リング３０９ａの操作に応じて、撮影制御部２１４ｆが選択
した領域の撮影パラメータを調整する（ステップＳ１１１）。具体的には、図１３に示す
ように、パラメータ変更部２１４ｅは、撮影制御部２１４ｆが主要被写体Ｐ３を選択して
いる場合（図１３（ａ））、操作リング３０９ａの操作量に応じて、顔Ｋ３の領域の輝度
を用いて露出合わせやピント合わせを行う（図１３（ｂ））。これにより、主要被写体Ｐ
３に対して、撮影パラメータが適切、たとえば適正露出状態やピントが合った状態になる
。この結果、図１４に示すように、撮影者は、移動が激しい主要被写体を直接タッチする
より敏速に選択することができるとともに、容易かつ確実に選択することができる。
【００７８】
　ステップＳ１１０において、操作リング３０９ａが操作されていない場合（ステップＳ
１１０：Ｎｏ）、撮影制御部２１４ｆは、選択した領域に対して、撮影パラメータが適正
になるように自動で調整する（ステップS１１２）。
【００７９】
　ステップＳ１１１およびステップＳ１１２の後、レリーズスイッチ２１０ｂからセカン
ドレリーズ信号が入力された場合（ステップＳ１１３：Ｙｅｓ）、撮影制御部２１４ｆは
、撮影を行い、撮影した画像データを記録部２１３に記録する（ステップＳ１１４）。こ
の際、撮影制御部２１４ｆは、タッチパネル２１２から位置信号が入力された場合、撮影
を行ってもよい。さらに、撮影制御部２１４ｆは、主要被写体に対して各露出の撮影を行
ってもよい（ブラケット撮影）。さらにまた、撮影制御部２１４ｆは、各主要被写体候補
に対して適切露出で撮影を行ってもよい。また、撮影制御部２１４ｆは、主要被写体に対
して複数の露出毎に連続的に撮影し、この画像を合成して主要被写体を適正露出で撮影を
行ってもよい（ＨＤＲ撮影）。撮影制御部２１４ｆは、その後、撮像装置１は、ステップ
Ｓ１０１へ戻る。
【００８０】
　ステップＳ１１３において、レリーズスイッチ２１０ｂを介してセカンドレリーズ信号
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が入力されていない場合（ステップＳ１１４：Ｎｏ）、撮像装置１は、ステップＳ１０１
へ戻る。
【００８１】
　ステップＳ１０２において、撮像装置１が撮影モードでなく（ステップＳ１０２：Ｎｏ
）、撮像装置１が記録部２１３によって記録されている画像データの再生（再生モード）
が選択されている場合（ステップＳ１１５：Ｙｅｓ）、表示制御部２１４ｇは、記録部２
１３が記録する画像データに対応する画像を再生する（ステップＳ１１６）。
【００８２】
　続いて、再生する画像を変更する指示信号が入力された場合（ステップＳ１１７：Ｙｅ
ｓ）、表示制御部２１４ｇは、再生する画像を変更する（ステップＳ１１８）。その後、
撮像装置１は、ステップＳ１０１へ戻る。これに対して、再生する画像を変更する指示信
号が入力されていない場合（ステップＳ１１７：Ｎｏ）、撮像装置１は、ステップＳ１０
１へ戻る。
【００８３】
　ステップＳ１１５において、撮像装置１が記録部２１３によって記録されている画像デ
ータの再生（再生モード）が選択されていない場合（ステップＳ１１５：Ｎｏ）、撮像装
置１は、操作リング３０９ａの操作に応じて変更する撮影パラメータの設定を変更する設
定変更処理を実行する（ステップS１１９）。具体的には、図１５に示すように、表示制
御部２１４ｇは、リング操作切り替え設定画像を表示部２１１に表示させる。この場合、
撮影制御部２１４ｆは、撮影者によって選択されたアイコンに応じた内容、たとえば絞り
値をリング操作によって切り替え可能な撮影パラメータとして設定する。図１５において
、アイコンＡ２１は、撮影パラメータとして露出補正を設定する指示信号の入力を受け付
けるアイコンである。アイコンＡ２２は、撮影パラメータとしてピントを設定する指示信
号の入力を受け付けるアイコンである。アイコンＡ２３は、撮影パラメータとしてズーム
倍率を設定する指示信号の入力を受け付けるアイコンである。アイコンＡ２４は、撮影パ
ラメータとして主要被写体のアイコン画像の拡大率（表示率）を設定する指示信号の入力
を受け付けるアイコンである。アイコンＡ２５は、撮影パラメータとしてシャッタスピー
ド（ＳＳ）を設定する指示信号の入力を受け付けるアイコンである。アイコンＡ２６は、
撮影パラメータとして絞り値（Ｆ値）を設定する指示信号の入力を受け付けるアイコンで
ある。アイコンＡ２７は、リング操作切り替え設定画面からライブビュー画像に戻る指示
信号の入力を受け付けるアイコンである。その後、撮像装置１は、ステップＳ１０１へ戻
る。
【００８４】
　以上説明した本発明の実施の形態１によれば、表示制御部２１４ｇがトリミング部２１
４ｃによって生成された撮影パラメータの設定する際の基準となる主要被写体候補に対応
するトリミング画像を、表示部２１１によって表示されるライブビュー画像上における右
領域Ｒ１に選択可能に重畳して表示させる。この結果、動きの激しい被写体であっても、
主要被写体として容易に選択することができる。
【００８５】
　さらに、本発明の実施の形態１によれば、撮影者が撮像装置１を構えた基本姿勢を崩さ
ないまま主要被写体を選択することができるとともに、簡易な操作、たとえば親指を動か
すだけの操作のみで主要被写体の選択を行うことができるので、撮像装置１を両手で把持
した状態で撮影することができる。この結果、撮影者は、シャッタチャンスを逃すことな
く、所望の主要被写体を基準にして撮影の絵作りを行うことができる。さらに、撮影者は
、レンズ部３を把持した状態を変更する必要がないので、手ブレを低減することができる
。特にレンズ部３が高倍率のズームレンズの場合に有効である。
【００８６】
　また、本発明の実施の形態１によれば、表示制御部２１４ｇが主要被写体候補に対応す
るトリミング画像をアイコン画像として表示部２１１の右領域Ｒ１に選択可能に重畳して
表示させるので、撮影者のタッチによって被写体が隠れることない。この結果、撮影者は
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、表示部２１１が表示するライブビュー画像を見ながら所望の主要被写体および主要被写
体候補の状況をリアルタイムで確認することができる。
【００８７】
（実施の形態２）
　つぎに、本発明の実施の形態２について説明する。本実施の形態２は、上述した実施の
形態にかかる撮像装置と同様の構成を有し、撮像装置が実行する処理のみ異なる。このた
め、以下においては、本実施の形態２にかかる撮像装置が実行する処理について説明する
。なお、同一の構成には同一の符号を付して説明する。
【００８８】
　図１６は、本実施の形態２にかかる撮像装置が実行する処理の概要を示すフローチャー
トである。
【００８９】
　図１６において、ステップＳ３０１～ステップＳ３０８は、図４のステップＳ１０１～
ステップＳ１０８にそれぞれ対応する。
【００９０】
　ステップＳ３０９において、撮影制御部２１４ｆは、タッチパネル２１２から入力され
る位置信号に応じて、タッチが継続されているか否かを判断する。タッチが継続されてい
る場合（ステップＳ３０９：Ｙｅｓ）、操作リング３０９ａの操作に応じて変更する撮影
パラメータの項目を変更する（ステップＳ３１０）。具体的には、図１７に示すように、
撮影制御部２１４ｆは、撮影者が主要被写体候補のアイコン画像を選択後、同じ位置で所
定時間（たとえば２秒）を継続している場合、撮影パラメータの項目を表示してタッチ位
置に応じた撮影パラメータの項目を、操作リング３０９ａの操作に応じて変更する撮影パ
ラメータの項目として変更する。たとえば、撮影制御部２１４ｆは、撮影者が露出を調整
するアイコンＡ３１を選択した場合、操作リング３０９ａの操作に応じて変更する撮影パ
ラメータの項目として露出調整を設定する。アイコンＡ３２は、撮影パラメータとしてピ
ントを設定する指示信号の入力を受け付けるアイコンである。アイコンＡ３３は、撮影パ
ラメータとしてズーム倍率を設定する指示信号の入力を受け付けるアイコンである。また
、図１８に示すように、表示制御部２１４ｇは、手動で設定した撮影パラメータの値を自
動的に調整するアイコンＳ３４を表示部２１１に表示させてもよい。また、アイコン画像
の撮影パラメータ、たとえば露出状態やピント状態を変えたアイコン画像をさらに表示さ
せてもよい。その後、撮像装置１は、ステップＳ３１１へ移行する。
【００９１】
　ステップＳ３１１～ステップＳ３２０は、図４のステップＳ１０９～ステップＳ１１８
にそれぞれ対応する。
【００９２】
　ステップＳ３２１において、撮像装置１は、外部の処理装置に対して双方向に通信を行
い、記録部２１３が記録する画像データを転送する通信モードを行う。その後、撮像装置
１は、ステップＳ３０１へ戻る。
【００９３】
　以上説明した本発明の実施の形態２によれば、撮影制御部２１４ｆがタッチパネル２１
２から入力される位置信号に基づいて、操作リング３０９ａの操作に応じて変更する撮影
パラメータの項目を変更する。これにより、撮影者は、ライブビュー画像を見ながら撮影
パラメータの項目を変更することができるので、主要被写体のシャッタチャンスを逃すこ
となく、主要被写体の撮影パラメータの項目を変更しながら撮影を行うことができる。
【００９４】
　さらに、本発明の実施の形態２によれば、撮影者が撮像装置１を構えた基本姿勢を崩さ
ないまま主要被写体を選択することができるとともに、簡易な操作、たとえば親指を動か
すだけの操作のみで主要被写体の選択を行うことができるので、撮像装置１を両手で把持
した状態で撮影することができる。この結果、撮影者は、シャッタチャンスを逃すことな
く、所望の主要被写体を基準にして撮影の絵作りを行うことができる。さらに、撮影者は
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、レンズ部３を把持した状態を変更する必要がないので、手ブレを低減することができる
。
【００９５】
　また、本発明の実施の形態２によれば、表示制御部２１４ｇが主要被写体候補に対応す
るトリミング画像をアイコン画像として表示部２１１の右領域Ｒ１に選択可能に重畳して
表示させるので、撮影者のタッチによって被写体が隠れることない。この結果、撮影者は
、表示部２１１が表示するライブビュー画像を見ながら所望の主要被写体および主要被写
体候補の状況をリアルタイムで確認することができる。
【００９６】
（実施の形態３）
　つぎに、本発明の実施の形態３について説明する。本実施の形態３は、上述した実施の
形態にかかる撮像装置と同様の構成を有し、撮像装置が実行する処理のみ異なる。このた
め、以下においては、本実施の形態３にかかる撮像装置が実行する処理について説明する
。なお、同一の構成には同一の符号を付して説明する。
【００９７】
　図１９は、本実施の形態３にかかる撮像装置１が実行する処理の概要を示すフローチャ
ートである。
【００９８】
　図１９において、ステップＳ４０１～ステップＳ４０６は、上述した図４のステップＳ
１０１～ステップＳ１０６にそれぞれ対応する。
【００９９】
　ステップＳ４０７において、撮影制御部２１４ｆは、タッチパネル２１２から入力され
た位置信号に基づいて、タッチ位置がアイコン画像内であるか否かを判断する。タッチ位
置がアイコン画像内であると撮影制御部２１４ｆが判断した場合（ステップＳ４０７：Ｙ
ｅｓ）、撮像装置１は、後述するステップＳ４０８へ移行する。これに対して、タッチ位
置がアイコン画像内でないと撮影制御部２１４ｆが判断した場合（ステップＳ４０７：Ｎ
ｏ）、撮像装置１は、後述するステップＳ４１０へ移行する。
【０１００】
　ステップＳ４０８およびステップＳ４０９は、上述した図４のステップＳ１０７および
ステップＳ１０８にそれぞれ対応する。
【０１０１】
　ステップＳ４１０において、撮影制御部２１４ｆは、タッチパネル２１２から入力され
る位置信号に基づいて、撮影者がタッチしたタッチ位置が顔であるか否かを判断する。た
とえば、図２０に示すように、撮影制御部２１４ｆは、タッチパネル２１２から入力され
る位置信号に基づいて、撮影者がタッチしたタッチ位置が顔検出部２１４ｂによって検出
された被写体Ｐ１の顔Ｋ１であるか否かを判断する。撮影者がタッチしたタッチ位置が顔
であると撮影制御部２１４ｆが判断した場合（ステップＳ４１０：Ｙｅｓ）、撮像装置１
は、後述するステップＳ４１１へ移行する。これに対して、撮影者がタッチしたタッチ位
置が顔でないと撮影制御部２１４ｆが判断した場合（ステップＳ４１０：Ｎｏ）、撮像装
置１は、後述するステップＳ４１２へ移行する。
【０１０２】
　ステップＳ４１１において、撮影制御部２１４ｆがタッチ位置を含むタッチ領域の画像
を記録部２１３に記録させ、トリミング部２１４ｃがタッチ位置を含むタッチ領域を切り
出してトリミング画像をアイコン画像として生成し、表示制御部２１４ｇがアイコン画像
を表示部２１１に表示させる。具体的には、図２１に示すように、表示制御部２１４ｇは
、ユーザがタッチした被写体Ｐ１のアイコン画像Ａ１を表示部２１１に表示させる。なお
、撮影制御部２１４ｆは、タッチ領域の画像にタッチ領域に含まれる輝度や特徴点（たと
えばエッジ、目、頭、口および鼻の特徴点、コントラスト等）を対応付けて記録部２１３
に記録させてもよい。その後、撮像装置１は、ステップＳ４１５へ移行する。
【０１０３】
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　ステップＳ４１２において、撮影制御部２１４ｆがタッチ位置を含むタッチ領域の輝度
を記録部２１３に記録させ、トリミング部２１４ｃがタッチ位置を含むタッチ領域を切り
出してトリミング画像をアイコン画像として生成し、表示制御部２１４ｇがアイコン画像
を表示部２１１に表示させる。これにより、被写体が物（たとえば花）や風景であっても
、撮影パラメータを設定する際に基準となる主要被写体候補として設定することができる
。その後、撮像装置１は、ステップＳ４１５へ移行する。
【０１０４】
　続いて、撮影制御部２１４ｆは、加速度検出部２０７が検出する加速度が予め設定され
た閾値より大きいか否かを判断する（ステップＳ４１５）。具体的には、図２２に示すよ
うに、撮影制御部２１４ｆは、撮影者によって撮像装置１が下向き（チルト操作）になっ
た場合において（図２２（ａ）→（ｂ））、加速度検出部２０７が検出する加速度が予め
設定された閾値より大きいか否かを判断する。また、撮影制御部２１４ｆは、撮影者によ
って撮像装置１が左右のどちらか一方に急激に向けられた場合（パン操作）においても、
加速度検出部２０７が検出する加速度が予め設定された閾値より大きいか否かを判断する
。加速度検出部２０７が検出する加速度が予め設定された閾値より大きい場合（ステップ
Ｓ４１５：Ｙｅｓ）、撮影制御部２１４ｆは、撮影パラメータを変更する対象として選択
した主要被写体の領域をリセットする（ステップＳ４１６）。その後、撮像装置１は、ス
テップＳ４１７へ移行する。これに対して、加速度検出部２０７が検出する加速度が予め
設定された閾値より大きくない場合（ステップＳ４１５：Ｎｏ）、撮像装置１は、ステッ
プＳ４１７へ移行する。
【０１０５】
　続いて、撮影制御部２１４ｆは、表示部２１１が表示するライブビュー画像から記録対
象が消失したか否かを判断する（ステップＳ４１７）。ライブビュー画像から記録対象が
消失した場合（ステップＳ４１７：Ｙｅｓ）、撮影制御部２１４ｆは、現状の撮影パラメ
ータを保持する（ステップＳ４１８）。
【０１０６】
　その後、表示制御部２１４ｇは、ライブビュー画像から記録対象が消失したことを示す
警告を表示部２１１に表示させる（ステップＳ４１９）。たとえば、図２３に示すように
、表示制御部２１４ｇは、記録対象に対応するアイコン画像がアイコン画像Ａ２の場合、
アイコン画像Ａ２をハイライト表示することにより、ライブビュー画像から記録対象が消
失したことを警告する。その後、撮像装置１は、ステップＳ４２０へ移行する。
【０１０７】
　ステップＳ４１７において、ライブビュー画像から記録対象が消失していない場合（ス
テップＳ４１７：Ｎｏ）、撮像装置１は、ステップＳ４２０へ移行する。
【０１０８】
　ステップＳ４２０～ステップＳ４２８は、図４のステップＳ１１０～ステップＳ１１８
にそれぞれ対応する。ステップＳ４２９は、図１６のステップＳ３２１に対応する。
【０１０９】
　以上説明した本発明の実施の形態３によれば、トリミング部２１４ｃがタッチパネル２
１２から入力される位置信号に基づいて、タッチ位置を含む領域を画像内から切り出して
トリミング画像を生成し、撮影制御部２１４ｆがタッチ領域の画像を記録する。これによ
り、撮影者が所望する被写体を、撮影パラメータを適用する主要被写体として容易かつ確
実に設定することができる。
【０１１０】
　さらに、本実施の形態３によれば、画像内から記録対象が消失した場合、表示制御部２
１４ｇが表示部２１１に警告を表示させる。これにより、撮影者は、表示部２１１が表示
するライブビュー画像を見ながら所望の被写体が現状の構図から居なくなったことを直感
的に把握することができる。
【０１１１】
　また、本発明の実施の形態３によれば、撮影者が撮像装置１を構えた基本姿勢を崩さな
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いまま主要被写体を選択することができるとともに、親指を動かすだけで主要被写体の選
択を行うことができるので、撮像装置１を両手で把持した状態で撮影することができる。
この結果、撮影者は、シャッタチャンスを逃すことなく、所望の主要被写体を基準にして
撮影の絵作りを行うことができる。さらに、撮影者は、レンズ部３を把持した状態を変更
する必要がないので、手ブレを低減することができる。
【０１１２】
　また、本発明の実施の形態３によれば、表示制御部２１４ｇが主要被写体候補に対応す
るトリミング画像をアイコン画像として表示部２１１の右領域Ｒ１に選択可能に重畳して
表示させるので、撮影者のタッチによって被写体が隠れることない。この結果、撮影者は
、表示部２１１が表示するライブビュー画像を見ながら所望の主要被写体および主要被写
体候補の状況をリアルタイムで確認することができる。
【０１１３】
（その他の実施の形態）
　また、上述した実施の形態では、本体部に対して、着脱自在なレンズ部を備えたデジタ
ル一眼レフカメラであったが、たとえば、光学系を含むレンズ鏡筒が本体部と一体的に設
けられたコンパクトデジタルカメラ等であっても適用することができる。
【０１１４】
　また、上述した実施の形態では、レンズ鏡筒に設けられた操作リングであったが、たと
えばプッシュ式のスイッチ等であっても本発明を適用することができる。
【０１１５】
　また、上述した実施の形態では、本体部に対して接眼部が着脱自在であったが、接眼部
と本体部とが一体的に形成されていてもよい。
【０１１６】
　また、上述した実施の形態では、画像処理部が制御部に組み込まれていたが、たとえば
画像処理部を別途設けてもよい。さらに、画像処理部（画像エンジン）を複数設けてもよ
い。
【０１１７】
　また、上述した実施の形態では、接眼表示部と表示部とにそれぞれ画像を表示させてい
たが、たとえば、２つの表示領域を有する表示モニタであっても本発明を適用することが
できる。具体的には、２つの表示部を有する携帯電話や多機能端末等にも適用することが
できる。
【０１１８】
　また、本発明に係る撮像装置は、コンパクトデジタルカメラ、デジタル一眼レフカメラ
以外にも、例えばアクセサリ等を装着可能なデジタルビデオカメラおよび撮影機能を有す
る携帯電話やタブレット型携帯機器等の電子機器にも適用することができる。
【０１１９】
　なお、本明細書におけるフローチャートの説明では、「まず」、「その後」、「続いて
」等の表現を用いてステップ間の処理の前後関係を明示していたが、本発明を実施するた
めに必要な処理の順序は、それらの表現によって一意的に定められるわけではない。すな
わち、本明細書で記載したフローチャートにおける処理の順序は、矛盾のない範囲で変更
することができる。
【０１２０】
　このように、本発明は、ここでは記載していない様々な実施の形態を含みうるものであ
り、特許請求の範囲によって特定される技術的思想の範囲内で種々の設計変更等を行うこ
とが可能である。
【符号の説明】
【０１２１】
　１　　　　　　　　撮像装置
　２　　　　　　　　本体部
　３　　　　　　　　レンズ部
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　４　　　　　　　　接眼部
　４１　　　　　　　接眼通信部
　４２　　　　　　　接眼表示部
　２０１　　　　　　シャッタ
　２０２　　　　　　シャッタ駆動部
　２０３　　　　　　撮像素子
　２０４　　　　　　撮像素子駆動部
　２０５　　　　　　信号処理部
　２０６　　　　　　発光部
　２０７　　　　　　加速度検出部
　２０８　　　　　　本体通信部
　２０９　　　　　　アクセサリ通信部
　２１０　　　　　　操作入力部
　２１０ａ　　　　　電源スイッチ
　２１０ｂ　　　　　レリーズスイッチ
　２１０ｃ　　　　　撮影モード切換スイッチ
　２１１　　　　　　表示部
　２１２　　　　　　タッチパネル
　２１３　　　　　　記録部
　２１４　　　　　　制御部
　２１４ａ　　　　　画像処理部
　２１４ｂ　　　　　顔検出部
　２１４ｃ　　　　　トリミング部
　２１４ｄ　　　　　主要被写体設定部
　２１４ｅ　　　　　パラメータ変更部
　２１４ｆ　　　　　撮影制御部
　２１４ｇ　　　　　表示制御部
　３０９　　　　　　レンズ操作部
　３０９ａ　　　　　操作リング
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